
 

 

 

　「二重住所」の問題解決に向けて、皆さんの意見や意向を把

握するため、アンケート調査を実施しました。 
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今回アンケートにご協力いただいた方々 

回答者内訳 

 

 

 

 

 

 

住民票の住所以外の住所表記で住所を記載したことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

18歳～29歳

10.8%

30歳代

13.7%

40歳代

16.4%

50歳代

17.6%

60歳代

20.5%

70歳以上

19.5%

無回答

1.6%

年代

はい

83.7%

いいえ

15.4%

無回答

0.9%

回答数 82 104 125 134 156 148 12 761

無回答 合計70歳以上60歳代年代 18歳～29歳 30歳代 40歳代 50歳代
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住民票の住所表記以外にどのような表記をしましたか？ 

 

 

 

 

その表記を記載した理由 

公証住所ではな

く通称住所を記

載

76.9%

公証住所の

後に通称住

所を記載

19.5%

その他

3.6%

7.1%

3.9%

9.5%

9.9%

13.2%

26.4%

30.0%

その他

郵便物等が届かなかったことが

あったから

ウェブサイト等で『公証住所』を

入力できなかったから

『通称住所』が正式な住所だと

思っていたから

『公証住所』より『通称住所』に

愛着があるから

『公証住所』より『通称住所』が

簡単だから

 昔からそうしているから

【住所表記の例】 

・住民票の住所表記 

『日田市大字三和１２３４番地５』 

 

・公証住所ではなく通称住所を記載 

『日田市清水町１２３４番地５』 

 

・公証住所の後に通称住所を記載 

『日田市大字三和１２３４番地５（清水町）』
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住所表記の変更についてどう考えますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のまま

でよい 

62.2%

変えてほ

しい 

37.2%

無回答 

0.7%

《今後の住所表記は？》　

1.3%

3.8%

7.3%

13.1%

19.3%

19.3%

36.0%

その他

今までの書き方や大字名に愛着が

あるから

困ったことはあるが、変えようと

は思わないから

公証住所と通称住所を使い分けて

いるから

変えるためには市の財政負担が伴

うから

変えるための個人の手間などデメ

リットが大きいから

《なぜ今のままでよいのか？》

これまでに困ったことがないから
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住所表記を変える場合の新しい住所表記のイメージは？ 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

2.4%

2.6%

15.8%

18.3%

21.5%

39.4%

その他

地域コミュニティである自治会へ

の愛着が高まると思うから

ウェブサイト等で住所を入力しや

すいから

配送や救急などの利便性が高まる

と思うから

通常、通称住所しか使わないから

《なぜ変えてほしいのか？》

住所表記が１つになると今後わか

りやすいから

「通称住所」を正式

な住所にする

82.4%

「通称住所」を使用

し建物の並びに沿っ

た住所にする

15.1% その他

2.5%

【住所表記の例】 

・現在…『日田市大字三和１２３４番地５』 

・「通称住所」を正式な住所にする…『日田市清水町１２３４番地５』 

・「通称住所」を使用し建物の並びに沿った住所にする…『日田市清水町５番４号』
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ご協力地域名 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査にご協力いただいた市民の皆様方 

ありがとうございました。 

〒877-8601 

大分県日田市田島 2丁目 6番 1号　TEL　0973-22-8434　FAX　0973-22-8324 

https://www.city.hita.oita.jp/   E—mail:kikaku@city.hita.lg.jp

 大字名称 大字名称 大字名称
 大字庄手 大字高瀬 大字羽田
 大字竹田 大字上野 大字小野
 大字南豆田 大字小迫 大字鶴河内
 大字北豆田 大字二串 大字大肥
 大字田島 大字山田 大字夜明
 大字日高 大字三和 大字石井
 大字求来里 大字花月 大字川下
 大字渡里 大字西有田 大字内河野
 大字十二町 大字有田 大字小山
 大字友田 大字東有田 大字堂尾

調査概要 

Ø 調 査 期 間　令和 7年 10 月 10 日～10 月 31日 

Ø 調査対象者　日田市(大字住所)に居住する 18 歳以上の 

男女 

Ø 標本抽出方法　住民基本台帳から無作為抽出 

Ø 調 査 方 法　郵便による調査票の配布と郵送・Web 併用 

による回収 

Ø 配 布 数　1,500 人 

Ø 回 収 数　761 人（郵送 536 人／Web225 人） 

Ø 回 答 率　50.7％

編集・発行／日田市　総務企画部　企画課


